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 This article surveys recent changes in shimauta sung in the Amami Islands of Japan. The 

root, "shima", of shimauta refers to a community. Traditionally, shimauta have been 

transmitted at recreational gatherings for the purpose of singing (called uta-asobi) which are 

periodically held in the communities of the Amami Islands. Each community has its own 
unique shimauta melodies, and people in each community have continuously made an effort to 

refine and develop their own shimauta. 

 With recent social changes, however, the opportunities for uta-asobi have decreased, and 

instead, the singing of shimauta masters has been commercially recorded. Many shimauta 

competitions have been organized and shimauta schools have sprung up. People have competed 

with each other using their voices and singing techniques, and imitated the styles of famous 

Amami stars known through recordings or stage shows. Thus, the view of shimauta as songs of 

the community has weakened and individuals have begun to sing their favorite songs regardless 

of the shima to which they belong. In addition, an increasing number of from mainland Japan 

 have begun to study shimauta — some even moving to Amami to study singing — influenced by 

the debut and success of young Amamian pop singers. Shimauta are thus entering a new period, 

stimulated by the attention of outsiders. 
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は じめ に

奄美 のシマウ タは,近 年様 々に注 目されている。1979年 の築地俊造氏 の 日本民謡大賞

受 賞以来現 在 に至 る まで,奄 美 の歌 い手 たちの 日本民謡 界で の受賞が め だってい る。

1990年 代後半 か らは朝崎郁恵,RIKKIや 元 ち とせ のポ ップス界 での ヒッ トによ り,奄 美

のシマウ タが別 の角度 か ら注 目を浴 びる ようになった。本土か らみ た奄美の シマ ウタに

対す る一般 的なイメージは,独 特 の旋律 と声 の技法 だ ともい う。

いっぽ う筆者が みて きた奄美 のシマウタの特徴 は,誰 もが周 囲に左右 され ない 「自分

の耳」 を もってシマウタを聴 き,シ マウタを語 っている とい うこ とで ある。誰 もが 「自

分 の耳」 を持 っている とい うことは,誰 もが シマウタを 「自分 の歌」 として意識 してい

るこ とで もある。 そ して 「自分の歌」であ るシマ ウタとは,自 分 の所属す る 「シマ の歌」

あるいは 「奄美大 島の歌」 な ど,状 況 に よって微妙 に変 わって くる。奄美の人 々が シマ
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ウ タに感激 した時の最高 の褒 め言葉が 「ナツカシイ」 という言 い回 しなの も,シ マ ウタ

が個 々人 の所属意識 と結 びつ いた歌 であるこ とを暗示 している。

奄美 のシマウ タは,戦 後 か ら現在 までの社会 的 ・文化 的変化 とともに大 きく変 わって

きた。1960年 頃 までは,シ マ(集 落)で 随時 開かれる 「歌遊 び」の場で,三 味線 を伴奏

にい くつ もの歌詞 を出 し合 い,歌 掛 けを楽 しむのが主 な伝承の場 だった。 シマ ウタの節

回 し等 の音楽 的特徴 は,シ マ ご とに独特 の もので,シ マ とシマ との競争心 は強 く,「 自

分 たちのシマの歌が 島一番 である」 こ とを理想 としてその時 々の人 々の好み にあわせ て

歌 を洗練 していた。

しか し1960年 頃か ら娯楽が多様化す るに従 って,シ マ の歌遊 びは衰退す る。 またシマ

ウ タの名 人で ある ウタシ ャの歌 は レコー ド化(以 下本 稿 では1970年 代 以 降の カセ ッ ト

テープ,1980年 代以 降のCDを も含め る),舞 台化 されて歌掛 けの要素 はな くな り,「シマ

のウ タシ ャ」 ではな く 「奄美大 島全域 で有名 なウ タシ ャ」 となった。 シマ ウタの学習方

法 も,歌 遊 びの場 での口頭伝承 に よる学習 ではな く,ウ タシャの レコー ドの模倣や民謡

教室 に習 いにい くとい う方法 に変 わって きた。歌遊 びの場で うたい あって楽 しんでい た

シマウ タは,レ コー ドや舞台 か ら人 に聴かせ る歌 とな り,歌 詞 のや りとりの面 白さよ り

も,声 の良 さ,節 回 しの良 さが強調 され るようになった。歌 い手 たち も,「 人 とうたい

あって こそ楽 しい」 とい うよ りも,「 自分 の歌 を人 に聴 かせ たい」 とい う思 い をもつ よ

うになったのである。 また,か つ ての 「シマの歌」 とい う音楽的 な特徴 は弱 ま り,カ サ

ンウ タ(大 島北部 の地域 的音楽様式)と ヒギ ャウ タ(大 島南部 の地域的音楽様式)い う

区別 のみが残 っている。奄美 の人 々が シマ ウタを通 じて語 る所属意識 も 「自分の シマ」

を語 るこ とは少 な くな り,奄 美大 島の北部,あ るいは南部,ま たは 「奄美」 とい うよ り

広 い範 囲を意識す る時代 となった。

以下本稿 では,戦 後 か ら現在 までを中心 に,奄 美 のシマウタの伝承方法の変化,音 楽

的文学 的な変化,歌 い手 たちの意識 の変化 につ いて,1982年 か らの筆者 の現地調査 を も

とに述べ てい きたい。

1.シ マ ウ タ とシマ の歌 遊 び

シマウタとシマへの所属意識

シマウ タの 「シマ」 とは,集 落 のこ とで ある。 シマにはシマ ウタの他 に も旧暦八 月の

シマの行事 で うたい踊 る八 月踊 り歌 や,仕 事歌,わ らべ歌 な ど,多 くの伝承歌謡が あっ

た。 そ ういった中で,特 にシマの人 たちが熱意 を もっていたのが,シ マ ウタ と八月踊 り

歌 であ り,「 自分 たちの シマの歌」 だ とい う意識 が強 かった。 どち ら も琉歌型 の歌詞が

基本 で,男 女交互 に掛 け合 ってい くのが特徴で ある。

しか しシマウ タの場合 には三味線 を弾 く人1人 と歌 を掛 け合 う歌 い手が2人 以上いれ

ばいつ で も歌遊 びを して楽 しむこ とが で きるのに対 し,集 団で歌い踊 る八月踊 りは最低

で も十数名 の人数が そろわない と行 うこ とはで きない。 またシマ ウタの歌遊 びは一年 中

いつで も行 うことが で きるのに対 し,八 月踊 りは旧暦八 月の祖先祭祀 と豊年祈願 ・感謝

の結 びついた 「み八 月」 の一連 の行事 に限 って うたい踊 られる もので ある。 こうい った

シマウ タと八 月踊 りの違 いに より,他 のシマの人 とうたいあ うこ とが頻繁 なのは,八 月

踊 り歌 よ りもシマ ウタの方 であった。「自分た ちのシマの歌」 とい う意識 は,シ マの内

部 にいる ときよりも他 のシマの歌 とふ れあった時 にこそ強 くなって くる。そ のため,八
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月踊 り歌 よ りシマウ タの方が 「自分たちの シマの歌」とい う意識 を強 く持つ機会が多 く,

特 にシマウ タと呼 ばれる ようになった とい う側面 も考 え られる。

シマ ウタの節 回 しは,シ マ ご とに独特 であ る といわれた。 シマ の内部 は,「 他 シマ縁

は結ぶ な よ」 とい われ て内婚 率が 高 く,親 族 や労働,生 産 につい て も,シ マ の内部の

様 々なネ ッ トワークが強 かった。 そ ういった密 なシマのネ ッ トワークの人 間関係の 中で

口頭 で伝承 されて きたため,シ マご とに特徴 のある歌 となったのだろ う。 シマ によるシ

マウ タの節 回 し,言 語,習 俗 の違 いは,シ マの内部 で語 られるこ とに よって強 く意識 さ

れ,他 のシマへ の競争意識が か りたて られていた。 「自分 のシマが一番」であ り,「 自分

たちのシマウ タが一番 である」 とい うのが シマ の人 たちの考 えで あ り理想で あった。そ

ういった考 え と理想 を奄美 のすべ てのシマ の人 たちが もってい るこ とを知 ってい るだけ

に,シ マ とシマ との競争意識 はます ます強 くなる。 シマ ウタ といえば,自 分 たちの シマ

の歌,つ ま り個 々人 の所属意識 はシマにあったので ある。

シマウタの伝承の場 ・歌 あそび

シマでのシマウタの伝承 は,人 が集 まれば三味線 を取 り出 して歌 をつ ける歌遊 びの場

が主体 であった。 とりたてた 目的が な くて も,歌 遊 びは随時娯楽 として行 われる 日常的

な ものであ り,正 月や祝 いの場 を清 めるのはシマウタで ある として,祝 いの場 にな くて

はな らない ものであった。 それだけに,シ マで人が亡 くな り葬式が ある ときには,三 味

線 もシマウ タも慎 まれていた。

歌遊 びの最初 は,挨 拶 の歌詞 の多 い〈 朝花節 〉で は じま り,そ の後数 曲はシマ によっ

て決 まった順序 で歌 を うたい,最 後 には〈 別 れ朝花節 〉,も しくはその場の雰囲気次第

で太鼓 を打 ち三味線 をか きな らしての〈 六調 〉の手踊 り歌で に ぎや かに とじられ る。

うたい方 は,一 曲の最初 の うちはその歌専属 の歌詞 を うたい あい,そ の後 は共通歌詞

といって琉歌形 の どの曲にで もうたえる歌詞 の中か ら好 みの歌詞 を うたいあってい く。

つ ま り1番,2番,と 固定 した歌 詞 を うた うので はな く,多 くの歌 詞の知識 の中か ら即

興 的に選 んで うたい継 いでい くのである。歌 によって長 く掛 け合 う歌 と,あ ま り多 く掛

け合 わない歌が あ り,例 えば〈 朝花節〉 な どは もっ とも長 く掛 け合 う歌 だ といえよう。

また三味線 の調弦 は大部分 の歌が本調子,い くつか は三下が りに調弦す る。最初の うち

に本調子 の歌 をうたい,〈 嘉徳 なべ かな〉等 の三下が りの歌 は夜 も深 まった頃に うた う

ことが多 い。三味線 の音 の高 さは,最 初 の うちは低 い音 で,終 わ りになる頃 になる と自

然 と声 も調子が でて高 い声,高 い調弦 になっていった。 とはい え現在の よ うな高い声,

裏声 を競 い合 うようになったのは コンクールや舞台が盛 んになってか らの1980年 頃か ら

であ り,シ マ での歌遊 びで は誰 もが うたいやす い低 い音 で歌詞 を出 し合 う楽 しさを味

わっていた。

歌遊 びはいつ で も気軽 には じめ られるだけに,テ レビのない時代 の娯楽 といえば歌遊

びであった。筆者 の調査 に よれば,戦 後数年 して人 々の暮 らしが少 し落 ち着 き若者の多

かった1960年 前後 までは,シ マジマでは頻繁 に歌遊 びが行 われ,時 には夜が明 けるまで

うたいあ うこ とも珍 しくなかった。歌遊 びの終 わった後 の帰 り道 には,う たい楽 しんだ

興奮 の さめや らぬまま,三 味線 を弾 きなが ら帰 る人 もいた。 これを道弾 き三味線 と呼 び,

夜寝床 の中で音 を聴 く人 もいれば,三 味線好 きな少年 はその後 をつ いて歩い た とい う。

歌遊 びは 日常 的にはシマの中で,家 の近所 の人や友人 たち等 の集 ま りで行 われ るが,

お正 月や大 きな祝 いが ある とき等 には,他 のシマか らお祝 いに訪れ た人 を もま じえての
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歌遊 び,あ るいは他 のシマへ 出かけての歌遊 び となる。 そこで,他 のシマの人の シマ ウ

タを聴 き,他 のシマ と自分 たちのシマの歌 の違 い,そ して共通性 を知 るこ とになる。歌

遊 びに居合 わせ た中に他 のシマのウタシ ャが いれば,こ とさ らに競争心 をか きたて られ

る。 なぜ な ら 「自分 のシマの歌が最高 だ」 とい う理想 を もっているが,実 際歌遊 びを し

てみて他 のシマのウ タシ ャの歌 の良さに惹 かれるこ とも多 い。 しか しシマの人 々は,そ

こで他 のシマのウ タシ ャの節 回 しを模倣 した り,あ るいは他の シマ のウタシャに弟子入

りす る ような ことは しなかった。 あ くまで も 「自分 たちのシマ の歌 こそが最高 だ」 とい

う理想 にむかって,自 分 たちのシマの歌 を洗練 し,他 のシマの歌 に勝 たなければな らな

かったのである。

「歌半学」 「歌 なぐ さみ」「和の あるシマウタ」

シマウ タの伝承 の場 である歌遊 びが 日常 的だっただけに,シ マ ウタについ ての耳 と知

識 は多 くの人が もっていた。 シマウタの歌詞 の内容 は恋歌が圧倒的 に多 いが,中 には教

訓 の歌詞 もある。 シマには 「歌半学」 とい う諺が あ り,シ マ ウタを知 るこ とは学問 を修

めた ような ものである とい う意味 である。

花 な らば匂 い 枝振 りやい らぬ な り振 りや い らぬ 人 は心

意味:花 な らば枝振 りの立派 さ よりも匂 いが大切。人 な らば見か けよ りも

心が大切。

カマクラぬ花 や 手 の先 に染 めろ 親 のゆ しご と 胸 に染 めろ

意味:カ マクラの花(花 び らで爪 を赤 くそめて遊ぶ)は,手 の先 に染め よ

う。親 のい うこ とは胸 に染 めよ う。

シマウ タにはこの他 に も数 限 りない教訓 の歌詞が ある。教訓 の歌詞 には,親 に対す る

感謝,暖 かい心 の大切 さ,人 の邪魔 を しない生活態度,自 分が成功 して も決 してお ご ら

ず謙虚 な態度 をとる こと等,周 囲の人 との関係 の中で社会性 を もって生 きてい くため に

必要 な事柄が うたい込 まれている。また人生 のいろんな場面で の慰 め となる歌詞 も多い。

思 て さえ うれば 後先 どな りゅり 節や水 ぐるま め ぐりあゆ り

意味:時 の流 れは,ま わっては同 じ場所へ戻 って くる水車 の ような もの。

心 に思 ってい さえす れば,き っ といつ かはかな うで しょう。

この歌詞 は,思 うようにいかない状況 にあって もいつか は きっ とかな うだろう とい う,

人生 を励 ます 内容 である。 この他 に も別 れの歌 をは じめ,沈 んだ気持 ちを慰 める歌詞 は

数多 い。 シマウ タが心 の慰 めになるこ とを 「歌 な ぐさみ」 とい い,歌 が あるか ら心の支

えに なって生 きて こられ た とい う人 は多 い。 「歌 な ぐさみ」 とは,人 生 の様 々な場 面で

シマウ タの歌詞 に よって心慰 め られるこ とと,う た うという行為そ の ものによって慰め

られるこ との両方 を さしている。 シマウタの歌詞 を理解す るこ とは,単 なる言葉の理解

ではな く,歌 詞 の意味 を身を もって実感す るこ とをさ しているので あろ う。

また 「歌半学」や 「歌 な ぐさみ」等 の ような諺的 な言 い回 しは特 にないが,「 和 を もっ

てやるシマウ タ」 とか 「人 の和 をつ くるシマウタ」等 という言 い方 も頻繁 になされ てい

る。 シマの人 間関係 は,必 ず しもよいこ とばか りが あるわけで はない。 だが歌遊 びの場
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で同席 し,歌 を味わ う楽 しみ を共有す ることによって,負 の人 間関係が解消 されやす く,

人 と人 との和が つ くられやす い と考 え られてい る。また歌遊 び とい う場が あるか らこそ,

その都度居合 わせ た人 と知 り合 い,楽 しか った時 間を通 じて友人の和が広が ってい く。

シマウタが あるか ら,皆 が仲 良 くで き,シ マの 日常生活が快適 な ものになってい くとい

われて きた。 シマの人 たちのい う 「シマウタはシマ の宝」 だ とい う表現 の中には,シ マ

ウ タの歌詞 や旋律 の美 しさだけではな く,歌 半学や歌 な ぐさみ,そ してシマ ウタが媒介

す る人 間関係が含 まれているのである。

2.シ マ ウ タ の伝 承 方 法 の変 化

シマの歌遊びの衰退

シマの内部 の人間関係,そ れに もとづ く様 々な集 ま りの機会 に頻繁 に開か れてい た歌

遊 び も,1960年 前後 か ら衰退 して くる。衰退 の原 因は,テ レビに代表 される娯楽の多様

化,そ して社会 的な変化 に よりシマ内部 の集 ま りその ものが減少 したこ と,ま た若者の

都市へ の急激 な流 出が あげ られるだろ う。頻繁 でな くとも隣近所の歌遊 びによる三味線

の音や太鼓 の音,道 弾 き三味線の音 は,各 自の家のテ レビの音 に さえ ぎられ,シ マの人 々

の耳 に届 くことも少 な くなって きたのである。

大 島紬 の盛 んな奄美 では,機 織 りを して生計 をたてる女性 たちが多か った。機織 りは
一人 で 自分 の家 で行 うこ ともあれば

,工 場等で数名集 まって織 るこ ともある。そ うい っ

た場 所へ若 い男性 た ちが 三味線 を持 ってい き,機 織 り仕事 を慰 め るための伽 として う

たって聴 かせ る こともあった。 こ ういったシマ ウ タや三味線 による伽の習慣 もな くなっ

てい く。1960年 代 になる と歌謡 曲の影響で若者 たちの問にギターが流行 る ようにな り,

若者 たちは三味線 やシマウタ よりもギターを弾 くようになった。 中にはギターを持 って

若 い娘 さんの紬工場へ伽 にいった とい う話 もある。

シマの人 々 どうしに よるシマでの歌遊 びの機会が減 るこ とによって,自 分 のシマの歌

について語 らう機会 も自分 のシマの歌 を意識す る機会 も減少 したので ある。

シマウタの レコー ド

シマウ タの レコー ドは,大 正時代 の末 には東京で制作 されていた。最初の うちは奄美

や大阪 の個人 や商店等が制作 した ものが多 かったが,戦 後 になる と地元名瀬市のニ ュー

グラ ン ド社 とセ ン トラル楽器店が本格 的に制作 と発売 を行 う ようになった。戦後 ま もな

くまでは蓄音機 のある家 はシマに数軒 だったが,1960年 代 になる頃 には,ス テ レオの普

及 とともにシマウタの レコー ドも普及 した。特 に1970年 代 になってカセ ッ トテープ の時

代 に入 る と,島 のす みず みまで普及す る ようになった。

レコー ドでのシマウ タは,ウ タシ ャの独演 の形式 を とってい る。1曲 の最初 に三味線

の前弾 きが あ り,一 人 で一節 ない し二節 を うた うもので,歌 遊 びの場で の歌 の掛 け合い

はみ られない。上手 な人 も下手 な人 も皆一緒 に掛 け合 う歌遊 びの雰 囲気 はな く,即 興的

な歌詞,狼 雑 な冗談 の歌詞 な どは選 ばれず に,い わゆる伝統的 な歌詞が歌 われてい る。

レコー ドの影響 に より,シ マの範 囲をこえた別 のシマ の歌 を模倣 して習 うようになっ

た。 かつては 自分 のシマの歌 を うた うのが 当然 であったが,シ マ ウタを習い たい若者が

いて もシマの歌遊 びが なければ歌 を覚 える場所が ない。 そこで手軽 に手 にい れて習 うこ

とので きる レコー ドを聴 き,歌 詞 と旋律 を模倣 して覚 えるよ うになる。特 に レコー ドの
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ウ タシ ャの歌 を覚 える人が増 えたのは,戦 後奄美 に親子 ラジオが普及 したこ とと,1970年

代以 降のカセ ッ トテープの普及 であろ う。紬機織 りを している女性 たちは,機 織 りを し

なが ら親子 ラジオを聴 くことが多 かった。 なにげな く親子 ラジオを聴 きなが らシマ ウタ

の良 さに惹 かれていった とい う話 も多 い。 またテープが普及す る と,特 定の ウタシャの

歌 のみを聴 く事 も可能 になった。車 の普及率 の高 い奄美 では,車 を運転 しなが らシマ ウ

タのテープを聴 く人 も多 い。 そ して レコー ドの普及 に よって,三 味線の前弾 きが一般的

にな り,レ コー ドで歌 われている歌詞が広 く普及 したのである。

ところで筆者 の調査 に よれば,レ コー ドのウタシャ として奄美で最 も多 く聴かれ,あ

るいは模倣す る人が多 かったのは武下和平氏 の レコー ドである。奄美大 島北部 と南部 と

は同 じ歌 で も地域 的音楽様式が大 きく異 な り,自 分 のシマの歌 を うたわない時代 になっ

て も大 島北部 と大 島南部 の範 囲内で出身地 の歌 を習 っている。大 島北部 のウタシャの レ

コー ドで最 も多 く聴 かれ,模 倣す る人が多 かったのは南政五郎氏の レコー ドで あ り,南

部 では武下和平氏 の レコー ドである。 だが大 島北部 よりも南部 の方が人 口が多い。 また

武下和平氏 は レコー ドを出 して後 島を離 れて大阪へ移転 した とい うこ ともあ り,島 で は

直接武下氏 か ら歌 を習 うようなこ とは不可能 となって しまった。そのため武下氏の歌 は,

奄美 では レコー ドの歌 として聴 かれるよ うになったので あろ う。現在,武 下和平氏の出

身地 である瀬戸 内町を中心 とした大 島南部や,奄 美大 島の中心都市で ある名瀬市 には,

武下和平氏 の歌 を練習す るグループや,武 下和平氏 の歌 を基本 に して指導 してい る民謡

教室が多 くある。

シマウタの舞台

歌 の名人 であるウ タシ ャの歌 を奄美大 島全域 に有名 に したの は,レ コー ドに加 えて民

謡大会 や コンクール とい う舞台活動 である。 ウタシャ とは,歌 遊 びの場で育 ったシマで

の歌 の名人 だが,歌 遊 びの場 で も特 に注 目される存在で あ り,周 囲 の人 に歌 を聴かせ る

存在 であった。 シマのウ タシ ャは,他 のシマの歌遊 びに呼 ばれ る機会 も多 く,評 判 も広

が ってい く。 そ ういったウ タシ ャの歌 を一 同に多 くの人 に聴かせ る場が,民 謡大会や コ

ンクールである。

個人 の主催す る小 さな民謡大会 は,戦 前 か ら島の各地 のち ょっ とした広場や個人 の家,

名瀬市 内の寺等 で行 われていた。奄美大 島全域 を対象 に した最初の大 きな民謡大会 は,

1961年 に東京 で開催 された文部省主催 の民俗芸能大会 に奄美の シマ ウタ と八 月踊 りが出

演す るこ ととなった時 の予選 であろ う。 当時 は奄美大 島の外 に一歩 も出たこ とが ない人

も多 い時代 であった。

その後地元 の南海 日日新 聞社が主催 して名瀬市で民謡大会 を開 くよ うになってお り,

1975年 か らは コンクールの形式 を とるよ うになった。 その後 はこの コ ンクールの入賞者

が ウ タシ ャと呼 ばれる ようになった。 また1979年 に築地俊造氏が 「日本民謡大賞」 を受

賞 してか らは,奄 美 のウ タシャたち も民謡 関係 の全 国大会 で入賞す るよ うになって きた。

今 や コンクールに出場す る奄美 の歌 い手 たちが めざす のは,奄 美大 島内部で の受賞のみ

な らず,島 をでて どこまで予選 に勝 ちぬ けるか とい う問題 なので ある。 そ して島で ウタ

シ ャと認 め られる と,レ コー ド ・CDを 出 し島で の舞台 に出演す るようになる。

民謡大会 や コンクール等 の舞台 での うたい方 は,レ コー ドと同 じく三味線 の前弾 きの

後 に歌 い手が一節 あるいは二節 うた うとい うもので ある。 また舞台で うた う時 に三味線

の高 さが わか らない と自分 の声 にあった高 さで うたえないため,調 子笛が使用 され るよ
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うになった。

奄美大 島内外 のコ ンクールで賞 を とり新人 ウタシャ として認 め られる と,奄 美の人 た

ちの祝 い事 に呼 ばれる ようになる。祝 い事 の最初が座 を清 める意味で必ず シマ ウタで始

まるのは,個 人 の家 での祝 い事 も,ホ テルの宴会場 での祝 い事 もか わ りない。結婚式や

歳 の祝 い,子 供 の入学祝 い,卒 業祝 い等,奄 美 では人が集 まって祝 いをす る機会が多い。

新人 ウ タシ ャを祝 いご とに呼 び,祝 いの最初 の祝 い付 けにうたって もらうのみ な らず,

リクエ ス トに答 え られるか どうか,レ パ ー トリーの広 さ等 を奄美の人 々は常 に試そ う と

す る。新人 ウ タシ ャはコ ンクールで賞 を とる と,し ば らくは祝 い事 に呼 ばれ た時 にそ な

えて レパ ー トリーを増 やす ための練習 をす る。

レコー ドや舞台 でウタシ ャの独演 で聴かせ るシマ ウ タと,日 常の場で随時 開かれ る歌

遊 び とは,歌 の味 わい方が違 っている。聴衆が舞台 のウタシャの歌 を聴 いてナツカシイ

とい う時 には,声 や節 回 しが大 きく影響 している。筆者 の調査 の範 囲で,舞 台での うた

い方や旋律 を工夫す るこ とに よって,新 たなるナツカシサ を島の人 たちに感 じさせ たの

は,坪 山豊氏 であろ う。彼 は出身地 である宇検村 の独特 の半音的 な旋律(焼 内湾沿岸の

シマジマでは焼 内節 とも呼ぶ)に 工夫 を くわえて うたっている。 こ うしてウタシャの歌

へ の最高 の褒 め言葉 であるナツカシイは,多 様化 してい くので ある。

シマウタ教室

シマウ タ教室 は,大 きくわけて市 町村 の公民館活動で行 われ てい る もの と,個 人が 開

いている もの,そ して数 は少 ないが小 中学校 の学校教育 でクラブ活動等で行 ってい る も

のが ある。公民館活動 としてシマウ タ教室が 開かれる ようになったのは,1960年 代末か

ら1970年 代 にかけてである。 その理 由は,シ マ の歌遊 びが衰退 して,奄 美の財産で ある

シマウタの伝承が危 な くなって きたこ とで あった。 シマ ウタ教室の講師 は,レ コー ドや

舞台 で有名 な歌 い手 たちがつ とめている場合が多 い。生徒 たちは,そ れぞれ の住 んでい

るシマか ら車 で公民館 まで通 って くるこ とになる。例 えば瀬戸 内町 の公民館活動 は,古

仁屋 にある瀬戸 内町中央公民館 で開かれてお り,瀬 戸 町内の各地か ら集 まって くる生徒

たちは,そ れぞれの 自分 のシマの歌 ではな く講 師の教 える歌 を習 うので ある。

シマウ タ教室 には,歌 のみ習 うクラス と,三 味線 を習 うクラス とが ある。三味線の ク

ラスでは,三 味線 の三本 の絃 の勘所 に番号 をつ けた楽譜が工夫 され てお り,歌 を習 うク

ラスでは,歌 詞 を書 いたテキス トが使用 されている。 どち らもそれぞれ の教室の講師が

作成す る もので,全 島的な統一 性等 はない。 また教室で はカセ ッ トも活用 され,講 師の

歌 や三味線 をお手本 として録音 した ものを配布 した り,あ るい は生徒が教室風景 を録音

して持 ち帰 って家 でテープにあわせ て練習す る。市 町村 のシマ ウタ教室で は,歌 を覚 え

るこ と,三 味線 を弾 ける ようになるこ とが主体 で,初 心者 クラス と上級者 クラス等 にわ

けている場合が多 いが,ま れにコ ンクールに出場す る生徒 もい る。

いっぽ う名瀬市 を中心 に,ウ タシ ャ個人が 開いているシマ ウタ教室 もある。趣味で シ

マウ タや三味線 を習 いに くる生徒が大部分 だが,市 町村 の公民館活動 よりもコンクール

をめ ざす人 の数が多 い。 また市 町村 の公民館活動で は,講 師 と生徒 のシマ まで は一致 し

な くて も,各 市 町村 の出身のウタシ ャを選 んで いるため,大 島北部 の歌 と大 島南部の歌

とい う広 い地域 において,生 徒 は出身地域 の歌 を習 っている。 だが名瀬市 におい ては,

北部,南 部 の歌 を出身地域 と関係 な く習 う人 の数 も増 えている。特 に北部 出身で南部の

歌 を習 うとい う人が多 く,隣 接す る龍郷町 か ら名瀬市 まで南部 の歌 を習 うために名瀬市
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の教室 に通 う人 も数名 み られる。

シマウ タを うた う自分 の所属意識が,「 シマ」 とい うよりも 「大 島北部」,「大 島南部」

あるい は 「奄 美大 島」へ と変 わって きてい る とい える。 シマへ の所 属意識 が全 くな く

な ったわけで はないが,少 な くと も歌 をつ うじて シマへ の所属 を意識す る機会 は稀 に

なって きている といえ よう。

お わ りに

以上述べ て きた ように,シ マ内部 の歌遊 びの衰退,そ して レコー ド,舞 台,シ マ ウタ

教室へ と伝承 の場 は変容 した。 うたいあ う歌 よりも聴かせ る歌への変化,高 音化,遅 速

化 とい う音楽 的変質,そ してシマウ タを通 じてシマ を意識す るこ との衰退がみ られ た。

では衰退 した歌遊 びは どうなっているのだろ うか。 あるいはシマ ウタを通 じてシマの人

間である ことを意識す る とい う 「シマの歌」 は消 えたのだろ うか。

まず は歌遊 びにつ いてみてみ よう。 シマ の内部 の人 間関係のみで歌遊 びが行 われ る機

会 は確 かに著 しく減少 した。 しか し,大 島北部 内 とか大 島南部 内 とい うシマ よ りも広い

範 囲内で,歌 遊 びをす る ことは多 い。例 えば公民館や個人 の教室で知 り合 った どう しが

誘 い合 い,メ ンバ ーの家 に集 ま り,練 習が て らうたった り話 を した りす るこ とは多い。

シマの歌遊 びの衰退,シ マウ タ教室,そ して車 の普及 に より,シ マ を越 えた範囲での歌

遊 びが普及 したのである。

また全体 的にシマの歌遊 びは衰退 しシマ の歌 とい う意識 はな くなっているが,シ マ に

よって違 いがある。例 えば筆者 の主 な調査地で ある笠利 町の佐仁 には,気 の あった どう

しで週 に一度 ない し2週 間に一度程集 まって歌遊 びをす るグループが常 に3つ か ら5つ

ある。彼 らに よれば佐仁 ではシマの歌 を守 り続 けている とい う。佐仁 には,大 島北部で

最 もよくレコー ドの歌,舞 台 の歌 として聴 かれ,晩 年 は笠利町公民館の シマ ウタ教室の

講 師 として活躍 した,南 政五郎氏が いた。若か った彼が シマの外で有名 にな り始め た頃

には佐仁 の年寄 りたちは 「佐仁 の歌 ではない」 と批判 していた。 だがそ の後南政五郎氏

の歌 は,佐 仁 の歌 として受 け入 れ られ,若 い人 たちに佐仁 の最 も優 れたウタシャ とい わ

れる ようになった。

つま り佐仁 では,レ コー ドや舞台,シ マ ウタ教室 ともに,他 のシマの ウタシャの歌 を

模倣す る必要 はな く,佐 仁 出身の南政五郎氏 の歌 を聴 き,習 い,自 分 たちの シマの ウタ

シ ャとして尊敬 して きたのである。広 い範 囲で有名 なウタシャを出 したこ とが シマの歌

の意識が守 られるこ とにつ なが った例 である。南政五郎氏 の歌 は,20代 の録音 と晩年の

録音 とでは,節 回 しは大 きく異 なっている。 だが佐仁で は,歌 は時代で変 わる もの だ と

い うことを認 めた上 で,佐 仁 では今 で もシマの歌 を うたってい るこ とを誇 ってい るので

ある。 シマの歌 とい うのが,厳 格 な旋律的特徴 ではな く,む しろ人 々の意識 として存在

す る ものだ とい うこ とを知 る ことが で きる例で ある。

現在 の奄美大 島には,歌 遊 び,レ コー ド,舞 台,シ マ ウタ教室が あ り,同 じシマ ウタ

で も,様 々な味 わい方が ある。歌遊 びが衰退 した今,歌 詞 のや りとりの楽 しみ を もつ人

は少 な くな り,声 をは りあげる舞台 での うたい方 に魅力 を感 じる人が多 いで あろ う。 だ

が,舞 台 で活躍す る50才 以上 の歌 い手 たちの多 くの人 たちが,高 い声で うたいあげる舞

台 でのウ タシ ャたちの歌 とはべつ に,シ マ の無名 の年配 の歌い手 たちが かす れた声で う

た うシマウ タにナツカシサ を感 じ,涙 がで る ともい う。 シマ ウタを聴い てナツカシイ と
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い う日寺には,歌 が上手 い とか 自分 の所属意識 と関係 ある とい うだけで はない,ど こか わ

か らない ところか らや って くる感激 とい う言葉 で説 明で きない状態 をさすので あろう。

それだけに,舞 台 の歌 のナツカシサ,年 配 の人 の生 き様 を感 じさせ るナツ カシサ な ど,

その使 われかた も多様 なのである。

東京 や大 阪 を中心 とした都市部 には,「郷友会」と呼 ばれる奄美 出身者の集 ま りが ある。

郷友会 の集 ま りではシマウ タが必ず うたわれ,シ マウタ教室 も多 くある。 そ うい う中で,

最近 では本土 出身であ りなが ら奄美 のシマ ウタを習 う人や奄美へIタ ー ンす る人 もで て

きた。朝崎郁 恵,RIKKI,元 ち とせ の ヒッ トの影響で,奄 美 のシマ ウタが注 目され るよ

うになったこ とと関係 しているだろ う。 シマを出て,そ して奄美の外へ と出て きたシマ

ウ タだが,今 度 は奄美以外 の人 たちに注 目される機会が で きつつ あるので ある。

シマウ タ教室 に習 いにい き,人 に よってはコ ンクール等 に出場す るのが,現 在の歌い

手 たちの主 なシマウ タの学習 の仕方 であろ う。歌遊 び という学習方法 とシマ ウタ教室 を

比較す る と,舞 台 で有名 な歌 い手 を多 く出 し育 てるためにはシマ ウタ教室の方が効率が

よい と思 われる。 だが歌 を掛 け合 う歌詞 の楽 しみ,そ して歌半学,歌 慰み,和 をつ くる

シマウ タといったかつ てのシマウ タの思想 は,あ ま り継承 されてい ない とい えるだろ う。

日寺代 がか わ り,社 会 が変 わ ってい く中で,シ マ ウタの思想 を理解す る ことは,「 生 きる

力」 を身につけるこ とにつ なが っているのではないだろ うか。今後 もシマ ウタの変化 を

見守 ってい きたい。
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